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Interaction with gestures in ubiquitous environments 

(ユピキタス環境におけるジェスチャを用いたインタラクション)
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論文の内容の要旨

ジェスチャには、人間とユピキタス環境の簡の相互作用を高めることができる自然なインタラクション方

法として多くの可能性がある。ユピキタス環境上では、キーボードやマウスなどの通常の入力装壁を使うこ

とが難しいために、これまでも人間とユピキタス環境の間のインタラクション方法としてジェスチャを使用

する研究がなされてきた。

本研究ではジェスチャを三つに分類している。一つ自は、手振りを利用するハンドジェスチャ、二つ自は、

近くにあるオブジェクト(事物)を利用するオブジェクトジェスチャ、三つ自は、傾きを利用するテイルト

ジェスチャである。

一つ自のハンドジェスチャであるが、ハンドジ、ェスチャは、ユーザのおかれたコンテクスト、ユーザの姿

勢、対象とするアプリケーションなどによって変化すると考えられる。学位申請者は、ユーザの置かれたコ

ンテクストによるジェスチャの形状への影響について研究を行い、ユーザの置かれたコンテクストに応じた

適切なジェスチャプロファイルを提供するシステムを開発した。また、評価実験を行い、状況や姿勢、社会

的な要因が変わったとき行うジェスチャも変化すること、そしてユーザはジ、エスチャを変化させることによ

り、より正確にインタラクションが行えるようになることを確認した。

二つ自は、近くにある物を利用するオブジェクトジェスチャである。我々の腐りにはベンやヘッドフォン、

ボールや携苦電話ーなど自常的なオブジェクト(事物)があふれでいる。こうした日常的な事物の操作を、ユ

ビキタス環境におけるインタラクション操作に使えないかというのがオフ守ジ、ェクトジェスチャのそもそもの

発想である。ペンやヘッドフォンなどの日常の事物にセンサーを貼り付けて、それを用いてジ、ェスチャを行

うことでインタラクションを行うようにした。これについても評価実験を行ったが、環境や目的に合わせ、

適切な事物を選択することで、オブジ、エクトジ、ェスチャは高速化され、エラーも減ることが確認された。

三番目のテイルトジェスチャは、オブジェクトジェスチャの一種とも考えられるが、ジェスチャとして手

振りでなくオブジ、エクトの傾きを利用する。このテイルトジェスチャをうまく利用することにより、地図の
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閲覧、メディアプレーヤの制御、 PTZカメラの制御、日本語入力などの各種アプリケーションの操作に使

用することができる。学位申請者は、このような各種アプリケーションを試作するとともに、これらを使用

することにより、テイルトジェスチャにおける操作とコマンドの対応について考察した。また、評価実験を

行うことにより、テイルトジェスチャは、ハンドジェスチャと比べ高速に入力が可能であるという結果を得

た。

本研究の狙いは、ユピキタス環境でのジェスチャ入力をサポートできるような環境を提供することにもあ

り、学位申請者は、ユーザの置かれているコンテクストに対応した最適なジ、エスチャプロファイルを提供す

るようなシステムを試作し、その有効性について評価を行った。

審査の結果の要旨

ジェスチャをハンドジェスチャ、オブジェクトジェスチャ、テイルトジェスチャの三種に分類し、そのそ

れぞれについて考察を行い、実際にシステムを構築して、評価実験を行ったことについては評価できる。今

後、各種のジェスチャの特性や用途について、さらに考察や評価を深めることが期待される。

論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士(工学)の学位を受けるに十分な資格を有するも

のと認める。
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